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地域産業部会 
◇ 部会の経過 

日 時 ・ 場 所 等 内     容 

第１回地域産業部会（第４回市民会議）

平成２４年４月１８日（水） 

１８：３０～２０：３０ 

野幌公民館 ホール 

マトリックス（縦軸にハード・ソフト・ハートづくり、

横軸に短期・中期・長期）に第１回～第３回市民会議

で出された意見を整理。 

第２回地域産業部会（第５回市民会議）

平成２４年５月２３日（水） 

１８：３０～２０：５０ 

野幌公民館研修室２号 

顔づくり事業、北海道フード・コンプレックス国際戦

略総合特区、商店街活性化事業計画（野幌商店街振興

組合）について、それぞれの担当職員から内容説明。

第１回部会で整理したマトリックスをもとに、まちづ

くり政策・戦略テーマを検討。 

第３回地域産業部会（第７回市民会議）

平成２４年７月２２日（日） 

１４：００～１８：４０ 

市役所西棟会議室１号・２号 

第６回市民会議（全体会議）での意見交換を踏まえて、

まちづくり政策・戦略テーマをさらに議論。意見の絞

り込みを行い、戦略テーマを決定。 

第４回地域産業部会（第８回市民会議）

平成２４年８月２４日（金） 

１８：３０～２１：００ 

市役所西棟会議室１号・２号 

まちづくり政策・戦略テーマを提言書にまとめるた

め、第３回部会の結果をもとに作成した提言書のたた

き台について議論。 

第５回地域産業部会（第９回市民会議）

平成２４年９月１２日（水） 

１８：３０～２０：５０ 

市役所西棟会議室１号・２号 

第４回部会での議論の結果、戦略テーマを追加して再

作成した提言書のたたき台について議論。 

 
◇ 部会委員の構成 

氏  名 所 属 ・ 職 名 等 

河西 邦人 
部会長・有識者委員 

札幌学院大学 経営学部経営学科 教授 

相田 晶子 市民委員 

島本 和夫 市民委員 

志水 有希 市民委員 

前後  稔 市民委員 

寺岡 秀一 市民委員 

寺田 外治 市民委員 

峯田 智也 市民委員 

地域産業部会提言 
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◇ 部会長報告（議論の概要や方向性、部会の想いなど） 

誤解を恐れず言えば、地域産業部会の議論の根本にあるのは、「儲かる地域へ」と言

うことである。経済が全てではないが、地域経済を支える産業が儲かれば、市民が、

自治体が潤い、公共の課題を解決するための原資を産み出すことができる。その儲け

方を江別らしく、自然を大切に、人を大切に、地域社会を大切にするのである。 

江別市も人口の減少と高齢化という課題を抱えている。他方、江別市内には 4大学

を始め、若者が多く在住したり、通学したりしているが、卒業と共に江別市外へ流出

する。その理由は江別市内に若者向けの仕事がないからである。儲かる地域になって

いけば、雇用も生まれ、若者が江別市に定住してくれる可能性が高まる。 

儲かる地域へ変えるべく推進するためのキーワードは「ネットワーキング」と「マ

ーケティング」。江別市内の既存の企業、事業者、商店、行政、経済団体、研究教育機

関、市民、地域資源を有機的に結びつけ、そこからより高い価値を創出し、上手に売

り込んでいくことで産業と産業に関わる市民の活性化につなげていく。そこで、総合

計画の柱になるのは、地元企業の活性化、6次産業による付加価値向上と経済の拡大、

物流産業の強化による流通小売業振興、地域資源の掘り起こしによる日帰り観光の振

興、情報戦略の立案と実施である。 

 

地域産業部会 部会長  河西 邦人 
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１．まちづくり政策提言 

～ 地域産業分野におけるまちづくり全体の方向性（マトリックス図参照） 

（１）短期的な取り組み 

ハード 

① 江別の特産品などの資源の活用 －（D） 

（例．れんが、ヤツメウナギ、土偶、埋蔵文化財センター、文京

台小の天文台、四季のみち、田園風景、歴史的施設の保全と活

用） 

② 農業の魅力向上のための農業基盤の強化 －（B） 

③ 商店街の活性化 －（A） 

 （例．商店街をルートに入れた市内巡回バスの運行） 

④ 地元企業の支援 －（A） 

（例．総合的視野のある江別ならではの企業・ユニークな発想の

企業を支援） 

ソフト 

① 情報の収集と発信の一元化 －（E） 

（例．産学官の連携、江別の産業を活かす企業誘致、道外へ売り

込み） 

② 中小企業の支援 －（A） 

（例．中小企業振興基本条例の策定、各種支援制度の整理・統合、

支援窓口のワンストップ化、学生や一般人向けの企業体験イベ

ント） 

③ マッチングの支援 －（A） 

（例．各経済団体の連携の支援、地元企業同士のマッチング支援、

地域企業と求職者のマッチング支援） 

④ マーケティングの支援 －（A） 

（例．市外・道外での催事等への参画サポート、企業のＰＲの促

進） 

⑤ フード・コンプレックス国際戦略総合特区による産業の振興 

（例．フード・コンプレックス特区の活用－（B）、大型の農業生

産法人） 

⑥ 江別のイベント、特産品（食）、自然などの観光への活用 －（D）

（例．ＥＢＥ－１、地元農作物、れんが、江別スイーツ、工場見

学、野幌森林公園、セラミックアートセンター、道立総合運動

公園の活用、過去の歴史・遺産を掘り起して活用） 

ハートづくり 

① 農業の後継者対策 －（B） 

② 農業の新たな取り組みを支援する組織横断的な相談窓口 

③ 農業と大学の連携 －（B） 

（例．繁忙期の農作業で単位取得） 

④ 若者の雇用対策 

（例．若者を呼び込むための企業誘致、企業と学生のマッチング

－（A）） 

⑤ 市民参加による集客、にぎわいの創出 －（D） 
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（例．商店街での大学生による音楽活動、野幌森林公園のボラン

ティアガイド） 

⑥ 市民への地元特産品の理解の促進 －（B） 

（例．給食時間に校内放送で江別産の食材を紹介） 

⑦ 市内企業に勤務する社員が市内居住する場合の支援 －（A） 

 

（２）中期的な取り組み 

ハード 

① 道の駅の整備 

（例．江別産の食事、食材、特産品の販売） 

② 石狩川、千歳川、夕張川の観光への活用 

（例．河川防災ステーションを特産品売り場・道の駅・ヨットハ

ーバーなどに活用－（D）、カヌー体験） 

③ 自然エネルギーの農産物の貯蔵庫やハウスへの活用 －（B） 

（例．冷熱エネルギー、泥炭の暖房への活用） 

④ 集客力のある大型イベント会場、交流の場の整備 

⑤ 野幌森林公園の活用 －（D） 

（例.野幌駅からのフットパスの整備） 

⑥ 市内企業の情報等を集めたデータベースづくり －（A） 

ソフト 

① 観光資源のネットワーキング化と歴史学習 －（D） 

（例.観光資源を巡るバスツアー、市内観光施設のルート化、石

狩川の川下り体験、水運の歴史学習） 

② 元気な高齢者が働ける場づくり －（A） 

③ 新しい工業団地の検討 －（B） 

④ 農地（家庭菜園）の長期間の貸出システムの構築 －（B） 

⑤ 市民の買い物優待制度の創設 －（C） 

⑥ 産学官連携による農産物の加工と世界的な視点での販売 －

（B） 

（例．サプリメント、医薬品の開発） 

⑦ 道外や海外での企業説明会への参画サポート 

ハートづくり 

① 子育て世代が短時間でも働ける場づくり －（A） 

② 中小小売店の活性化 －（A） 

③ 高齢化社会への対応 －（A） 

 （例．元気なうちはいつまでも働ける企業） 

 

（３）長期的な取り組み 

ハード 

① 宿泊施設の整備 －（D） 

② 中小企業の支援 －（A） 

（例．インキュベーション施設の充実、低家賃の大型オフィスビ

ル、大規模イベント施設、サテライトオフィス） 

ソフト ― 

ハートづくり ― 
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 （４）短期からの継続的な取り組み 

① 市内で市民と商業をつなぐ仕組みづくり －（C） 

（例．公共バスの活用、配達ネットワークの活用、中小企業や商店による地域の物流ネ

ットワーク） 

② 江別ブランドの創出 －（D） 

（例．フード・コンプレックス関連の企業誘致、高付加価値の商品開発、質の良い農産

物のブランド化、江別スイーツやビールのＰＲ） 

  ③ 地産地消の推進 －（B） 

   （例．酪農公社の乳製品やえぞ但馬牛の地元消費拡大、農家民宿や農家レストランによ

る地産地消、農産物直売所や体験型農場のＰＲ） 

④ 既存の観光資源のネットワーク化と積極的な活用 

（例．農村地区をフットパスなどで観光活用－（D）、大学生による市民目線の観光プロ

ジェクト－（D）、体験型農場のＰＲ、有名人の観光大使への任命－（D）、フィルムコ

ミッションの誘致－（D）、充実した観光マップの作成と効果的な配布、既存の観光資

源を組み合わせてパッケージ化－（D）） 

 

 末尾にアルファベットが付記してあるものは、戦略テーマ提言の中に 

位置付けられている取り組み 

（A） 江別企業の活性化支援 

（B） 6 次産業の推進 

（C） 地域流通のネットワーク化 

（D） 観光資源のネットワーク化 

（E） 江別市の情報戦略 
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２．戦略テーマ提言  

戦略テーマ名  

（A）江別企業の活性化支援 

どんな状態にしたいのか  

江別市内に事業所を持つ企業、事業者、商店等（以下では総称して企業と呼ぶ）の事業が経済

的発展を遂げ、市内により多くの雇用を産み、市へより多く納税できる。江別市内で新たな事業

や企業が創出される。 

立案背景  

江別市内には優れた企業もあるが、十分に活性しているとは言えない。江別市内の企業間、企

業と他の諸団体、企業と市民、の結びつきが十分でなく、結果として企業の力が地域産業の発展

に十分反映されていない。 

立案に関するデータ  

○ 産業の状況（道内他都市との比較） 

指標名 調査年 単位 江別市 小樽市 北見市 岩見沢市 千歳市 恵庭市 北広島市 石狩市 平均 

人口千人あたり 
商業年間商品販売額 

平成 18 百万円 1,119 2,097 4,346 3,165 1,818 1,220 2,237 2,728 2,341

人口千人あたり 
事業所数 

平成 18 事業所 27.1 48.6 47.9 38.3 33.7 28.2 24.2 33.9 35.2

人口千人あたり 
従業者数 

平成 18 人 261.5 428.8 437.7 369.3 515.6 364.2 349.7 416.2 392.9

人口千人あたり 
製造品出荷額等 

平成 20 百万円 873.7 1,236.3 1,082.1 724.8 2,443.5 1,971.6 1,077.4 1,823.5 1,404.1

 

○ 産業（大分類）別事業所数及び従業者数 （2012 年版統計書より）   

 

平成21年7月１日現在　単位＝事業所・人・％

総　　数 構　成　比 総　　数 構　成　比

総数 3,697 100.0 35,730 100.0

卸売業、小売業 806 21.8 7,495 21.0

建設業 446 12.1 3,133 8.8

宿泊業、飲食サービス業 431 11.7 2,515 7.0

生活関連サービス業、娯楽業 374 10.1 1,681 4.7

医療、福祉 356 9.6 4,330 12.1

不動産業、物品賃貸業 296 8.0 730 2.0

教育、学習支援業 218 5.9 3,652 10.2

製造業 162 4.4 4,056 11.4

学術研究、専門・技術サービス業 122 3.3 1,300 3.6

運輸業、郵便業 89 2.4 2,652 7.4

金融業、保険業 45 1.2 427 1.2

農業、林業 41 1.1 505 1.4

情報通信業 32 0.9 206 0.6

複合サービス事業 21 0.6 266 0.7

電気・ガス・熱供給・水道業 8 0.2 170 0.5

漁業 1 0.0 1 0.0

サービス業（他に分類されないもの） 224 6.1 1,981 5.5

公務（他に分類されるものを除く） 25 0.7 630 1.8

資料　統計担当（経済センサス-基礎調査）

区　　分
事　業　所　数 従　業　者　数
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戦略テーマ実現への方策  

【短期】 
1 ハード 
市内の企業の既存情報を統合し、活用できるようにする（情報戦略の項目で全体像を説明する）。 

商店街活性化のために、商店街もルートとする市内巡回バスを走らせる。 

 

2 ソフト 
① 長期にわたる江別市内振興を担保するために江別市中小企業振興基本条例（仮称）の制定を急ぐ。 

② 中小企業支援や産業支援の制度は市、道、省庁、民間団体など多岐にわたるが、産業側からするとわ

かりにくいし、使いづらいため、江別市と江別商工会議所が連携し、ワンストップで市内企業等を支援

できる体制を構築する。 

③ 江別市内における新たな商取引を促進するため、江別市内にある経済団体間（江別商工会議所・北海

道中小企業家同友会・江別工業団地協同組合・商店街振興組合・江別建設業協会等）、企業間の交流を活

発にする支援を行う。 

④ 既存の制度を活用しながら、江別市内の企業の新商材開発、国内の販路開拓、消費者や法人需要家へ

のコミュニケーションといったマーケティングを支援する。 

⑤ 江別市内の企業と、若者、女性、高齢者といった貴重な人財を有効に結びつけ、企業の発展の原動力

とし、雇用創出につなげるため、「江別市雇用創造促進協議会」を拡充する。「江別市雇用創造促進協議

会」では江別市内の雇用にかかわる諸機関（ハローワーク・行政・経済団体・大学等）が参加し、求人

求職の情報交換、企業と人財のマッチング、インターンシップ、トライアル雇用といった雇用創出支援

事業に対して支援を行う。 

 

3 ハートづくり 
有用な人財を育成するため、就業訓練やリカレント教育、インターンシップを支援する。人口の増加と

ワークライフバランス向上のため、江別市内の企業に勤務する社員が江別市内へ居住する際に支援する。

 

【中期】 
1 ハード 
企業の情報だけでなく他の情報も含めたデータベースを作る。 

 

2 ソフト 
江別市内の企業の国際化や世界進出を支援する。その他、短期計画の成果を検証しつつ、継続的に行っ

ていく。 

 

3 ハートづくり 
短期計画の成果を検証しつつ、継続的に行う。 

  

【長期】         
1 ハード 
江別市内の中小企業向けのオフィス、札幌市のベッドタウンであることを逆手に取ったサテライトオフ

ィス、創業希望者や創業直後の事業者のためのインキュベーション、江別市内の企業のマッチングを促進

するコンベンションの機能を有した複合施設を建設する。企業だけではなく行政、市内の経済団体等も入

居し、江別市内の産業ネットワークを強化する。 

 

2 ソフト 
中期計画の成果を検証しつつ、継続的に行う。 

 

3 ハートづくり 
中期計画の成果を検証しつつ、継続的に行う。 
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戦略テーマ名  

（B）6次産業の推進 

どんな状態にしたいのか  

１次産業を起点にした、産業の価値連鎖を戦略的にネットワーキングし、２次産業、３次産業

へと地域経済の幅の拡大と振興を図り、経済効果を波及させ、雇用を産む。江別産の１次産品を

江別市内で加工食品、栄養剤へ加工し、付加価値を高め、江別から全道、本州、海外へ販売して

いく。また、江別産の１次産品や食品加工品を江別市内の飲食店で提供していく。 

※ここで言う 6次産業は、農水省の 6次産業化の定義（平成 24年 6月の「6次産業化の推進について」）に従

い、①農業の 2次・3次産業への進出、②2次・3次産業の農業進出、③農業と 2次・3次産業の連携・融合に

よる新事業・新産業の創出、を意味している。 

立案背景  

江別市は農産物の供給地としての役割を果たしているものの、１次産品の価値をさらに高める

余地がある。また、６次産業の基盤である１次産業の担い手が減少している。 

立案に関するデータ  

○ 産業の状況（道内他都市との比較） 

指標名 調査年 単位 江別市 小樽市 北見市 岩見沢市 千歳市 恵庭市 北広島市 石狩市 平均

人口千人あたり 
商業年間商品販売額 

平成 18 百万円 1,119 2,097 4,346 3,165 1,818 1,220 2,237 2,728 2,341

人口千人あたり 
事業所数 

平成 18 事業所 27.1 48.6 47.9 38.3 33.7 28.2 24.2 33.9 35.2

人口千人あたり 
従業者数 

平成 18 人 261.5 428.8 437.7 369.3 515.6 364.2 349.7 416.2 392.9

人口千人あたり 
製造品出荷額等 

平成 20 百万円 873.7 1,236.3 1,082.1 724.8 2,443.5 1,971.6 1,077.4 1,823.5 1,404.1

人口千人あたり 
農業産出額 

平成 18 百万円 49.9 5.4 241.7 202.7 142.6 82.4 73.4 70.1 108.5

 

○ １次産品の価値をさらに高める 

 江別市の主要な農作物 

・春まき小麦（ハルユタカ、春よ恋など） 

  作付面積 920ha 全道 1位、収穫量 1,220ｔ 全道 2位（平成 22 年） 

（農林水産省北海道農政事務所統計部資料『平成２２年産小麦の市町村別収穫量（北海道）』） 

 ・ブロッコリー 

   作付面積 206ha 全道 1位、収穫量 2,216ｔ 全道 1位（平成 22 年） 

（北海道農業協同組合中央会・ホクレン農業協同組合連合会発行『北海道野菜地図（その３５）』） 

 

○ １次産業の担い手が減少 

 単位 H21 年度 H22 年度 H23 年度 

農家戸数 戸 502 483 473 

新規就農者数 人 8 5 0 

農業生産法人数 団体 41 44 45 
 

戦略テーマ実現への方策  

【短期】 
1 ハード 
６次産業の基盤である農業を強化するため、土地改良などの農業の基盤整備を推進する。 
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2 ソフト 
2011 年に江別市は北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区に指定され、その制度を活用して６

次産業として包括的な振興を推進する。この特区による振興策として以前から進められている江別ブラン

ドの価値向上に一層努める。ブランディングのため、農産物直販所や農家レストランを通じた地産地消に

より、江別市民に江別産の一次産品を愛してもらう一方、優れた品質の一次産品の付加価値向上、本州へ

の販売強化、海外への輸出促進を行政が支援する。２次・３次産業との協働による付加価値化としては、

江別産の１次産品を原料とする食品加工企業やバイオ関連企業を誘致し、３次産業との協働では江別産の

１次産品をメインにした食品や料理の開発を図る事業を実施する。観光政策との連動では、農家民宿や農

家レストランという農業周辺領域のアグリビジネスによる高付加価値化も支援していく。 

 

3 ハートづくり 
６次産業の基盤を強化するため、農業後継者対策を継続して進める。農作業等での一時的労働力の確保

のためインターンシップという視点で大学との連携を図るため、行政が仲立ちをする。一方、江別産の食

に関する市内外の関心と支援を高めるため、ＥＢＥ－１グランプリのような民間による食のイベント開催

を支援し、江別の子ども達向けに地産地消の学校給食や市内食料自給率のアピールを通じて食育を行う。

 

【中期】 
1 ハード 
江別市の特徴である大量降雪をエネルギーとして活用し、冷熱エネルギーによる農産物の貯蔵庫を、農

産物や食品の残さを利用したバイオマス施設を行政が支援して整備する。泥炭を暖房に利用したハウスの

整備により農業の通年化を図る支援をする。循環型の１次産業のシステムを作ることにより、地域社会の

環境負荷を減らしつつ、自然に優しいというイメージのブランディングを行う。 

 

2 ソフト 
行政が農地を市民へ長期にわたって貸し出す仕組みを構築し、市民が家庭菜園を楽しめる場を創る。医

薬バイオ企業、市内の大学、公的研究機関の産学官連携の支援を行い、高い付加価値を有する機能性食品

や薬品の開発を支援する。そして、１次産業を基盤にしたハイテク高付加価値産業の集積を市内に創出す

る。 

 

3 ハートづくり 
農業に関心を持つ市民が家庭菜園からより本格的な農業までを楽しむ事で、地域農業の支援者になって

いくようなイベント、教育をしていく。移住者による新規就農や後継者対策も継続して行う。 

  

【長期】         
1 ハード 
新たな工業団地を建設する。 

 

2 ソフト 
中期計画の成果を検証しつつ、継続的に行う。 

 

3 ハートづくり 
中期計画の成果を検証しつつ、継続的に行う。 
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戦略テーマ名  

（C）地域流通のネットワーク化 

どんな状態にしたいのか  

道北方面の物流の拠点とすることで市内に流通団地を建設し、物流産業を育成する。また、市内

に効率的な物流ネットワーク（スマート・ロジスティックス）を構築し、エネルギー消費を抑えつ

つ、商店が減る一方で買い物へ行きづらい高齢者等の買い物難民対策と市内の中小商業者振興につ

なげる。物流ネットワークと公共交通機関のネットワークを統合し、貨客混載で商店街へ誘客する。

※スマート・ロジスティックスとは最新技術を活用し、物流に係る情報伝達を迅速化・円滑化とともに、複数荷

主の配送の統合により、物流コスト・物流時間の最適化、CO2を始めとした環境負荷の低減を目指すものである。

立案背景  

A：江別市は道央道の江別東ＩＣと江別西ＩＣを有し、大消費地である札幌へのアクセスは良い。

札幌市大谷地流通業務団地が手狭になりつつあり、新たな物流拠点のニーズが高まっている。 

B：江別市内の物流に目を向けると民間を中心にした多様な物流ネットワークが存在し、ネットワ

ークの重複による余剰もあり、省エネルギーの視点から好ましくない。また、車等で買い物へ行

けなくなる高齢者が増加し、宅配のニーズが高まると予想される。 

立案に関するデータ  

A：○ 札幌市大谷地流通業務団地が手狭 

   札幌市内では物流団地や工業団地に余裕がないため、隣接市への企業誘致へシフトしてきている。 

⇒ 札幌市と石狩市との企業誘致連携、札幌圏みらいづくり産業立地支援制度（札幌市内だけでなく、

隣接市（小樽市・石狩市・当別町・江別市・北広島市・恵庭市・千歳市）へ立地した場合にも補助金

を交付する制度） 

 

B：○ 高齢化率の推移（江別市将来人口推計結果）  

総人口 
高齢者人口（65 歳以上）

（実績値は国勢調査） 

人数 割合 

実
績
値 

平成 12 年 123,877 人 18,837 人 15.2% 

平成 17 年 125,601 人 22,481 人 17.9% 

平成 22 年 123,722 人 27,030 人 21.8% 

推
計
値 

平成 25 年 122,257 人 30,868 人 25.2% 

平成 30 年 119,046 人 36,624 人 30.8% 

平成 35 年 114,864 人 40,785 人 35.5% 

 

○ H23 年度実施 まちづくり市民アンケート結果（5,000 人対象） 

・ 日用品（食料品など）の買い物のしやすさ 

  やや不満＋とても不満の割合  全体平均 23％に対し、70 代以上 26.3% 

・ 日用品（食料品など）の買い物の際の移動手段 

 70 代以上は車・バイクでの移動が減り、徒歩やバス・タクシーによる移動が増える。 

徒歩       全体平均 13.4％ 70 代以上 23.1％ ⇒ 9.7％高い 

バス・タクシー   全体平均 3.8％  70 代以上 11.8％ ⇒ 8.0％高い 

車・バイク    全体平均 65.3％ 70 代以上 41.0％ ⇒ 24.3％低い 

戦略テーマ実現への方策  

【短期】          
1 ハード 
A：新たな施設へのニーズを収集し、ニーズがありそうな場合、物流基地建設計画を立案する。  
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2 ソフト 
A：コープさっぽろの小売店だけではなく、廃棄物処理場、集配センターをセットで誘致した経験を活かし、

卸売・小売企業の物流センターを誘致する。そのための江別市に対する物流業者のニーズや流通団地の

可能性を探る。 

B：市内の物流ネットワークの相互利用状況を調査し、相互利用や統合を検討する場を作る。検討を踏まえ

た上でスマート・ロジスティックスのモデル事業を行政の仲立ちで試行する。また、市内の公共交通機

関との統合と、貨客混載の可能性を検討し、可能であればモデル事業を試行する。 

 

【中期】         
1 ハード 
A：高速のインターチェンジ付近に流通団地建設のための土地を取得する。 

B：ＩＣＴ（情報コミュニケーション技術）と連動させた江別市内のスマート・ロジスティックスのシステ

ム開発の支援をする。 

 

2 ソフト 
A：流通団地に関して流通企業や物流企業の誘致を図る。 

B：市内のスマート・ロジスティックスのモデル事業の成果を踏まえ、そのネットワークを利用した、市内

の事業者からの物品宅配サービス開始を支援する。市民の宅配による買い物を優遇するため、宅配割引

を行うための補助金を出し、浸透も図る。また、物品宅配サービスの輸送車や公共交通機関に貨客混載

し、物流と人の輸送を統合する。 

 

3 ハートづくり 
スマート・ロジスティックスへ参加する事業者の組織化と協働体制構築の支援をする。 

 

【長期】 
1 ハード 
A：高速のインターチェンジ付近に流通団地を建設する。 

 

2 ソフト 
A：流通企業や物流企業の誘致を図る。流通センターと物流センターを集積化することで、新たな地域の強

みとする。 

B：スマート・ロジスティックスと、公共交通機関との統合、独居高齢者の見守りや配食といった福祉事業

との連携も図る。 

 

3 ハートづくり 
物流団地で働く学生、高齢者、主婦を中心としたアルバイトや正社員の確保を支援する。 
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戦略テーマ名  

（D）観光資源のネットワーク化 

どんな状態にしたいのか  

市民の目線で、既存の地域資源を観光資源として再評価とパッケージ化をし、新たな人的交流

を創出する日帰り観光の振興を図る。 

立案背景  

定住人口が減少すると予想されているので、交流人口の増加を図る。江別市は観光地としての

イメージが弱いものの、日帰り観光を楽しめる観光資源は多く点在するが、それらの価値が十分

評価されているとは言えない。 

立案に関するデータ  

○ 人口が減少（江別市将来人口推計結果） 

 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 25 年 平成 30 年 平成 35 年 

総人口 123,877 125,601 123,722 122,257 119,046 114,864 

 ← － － 実 績 値  － － → ← － －  推 計 値  － － → 

（実績値は国勢調査） 

 

○ 江別市への観光入込客数推移 

 

 

 

 

○ 道内他都市との観光入込客数比較 

指標名 調査年 単位 江別市 小樽市 北見市 岩見沢市 千歳市 恵庭市 北広島市 石狩市 平均 

人口千人あたり 
観光入込客数 

平成 22 千人 6.1 50.6 11.5 13.0 52.3 17.6 13.0 29.0 24.1
 

 単位 H21 年度 H22 年度 H23 年度 

観光入込客数 人 793,987 749,221 749,852 

戦略テーマ実現への方策  

【短期】          
1 ハード 
札幌近郊でありながら、田園風景がある景観を大切にする。歴史的施設の保全、活用を図る。セラミッ

クアートセンターへのアクセスを改善する。レンガを活用したデザイン性のある商品やお土産の開発を行

う。 

 

2 ソフト 
江別市内の地域資源である埋蔵文化財センター、文京台小学校の天文台、四季の道、セラミックアート

センター、道立運動公園、野幌森林公園の集客増加に向けての有効活用を検討する。 

イベントによる集客に関して、１年限りで終了した「ＥＢＥ－１グランプリ」の持続可能な実施を行え

るよう支援し、やきもの市やスノーフェスティバルを産官民で魅力向上をさせる。 

江別市は学生が多い街なので、学生による観光プロジェクトや学生の音楽演奏による商店街や観光施設

への集客促進を図るよう、行政が支援する。 

６次産業の提言でも記載したが、農村地区の周遊により農家レストランや農産物直販所といった農業と

食の観光化を支援する。 

江別産小麦を活用した江別スイーツとのコラボレーションでやきもの市への集客促進、江別産のどんぶ

りと江別産小麦を使った江別ラーメンなど、食の観光資源化推進の事業を行う。 

江別市には石狩川、千歳川、夕張川があるが、河川のレジャーや学習による活用を民間が行い、行政が

後押しすることで観光資源化していく。 
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江別市内の製造業で工場見学できる企業を取り上げ、行政がまとめて情報発信をする。 

テレビや映画のロケ地として江別市を活用してもらえるよう、市民が市内の優れた地域資源を発掘し、

行政等が情報発信し、クリエーターへ働きかけを行う。 

 

3 ハートづくり 
① 江別市民が地域内で新たな観光資源の発見、魅力向上、創出、情報発信をしていく活動に対して、支

援をしていく。 

② 生涯学習や大学と連携し、野幌森林公園や石狩川の自然ガイド育成をし、野幌森林公園や石狩川流域

での自然環境学習ツアーを行い、野幌森林公園や石狩川周辺の集客増加を図る。同様に江別市の歴史的

建造物のガイドを育成し、歴史学習ツアーを行い、江別市の歴史的建造物で集客増加を図る。 

③ 有名人に江別市の観光大使になってもらう。 

 

【中期】         
1 ハード 
上述の地域資源の観光資源化を図る上で、ハードの課題を改善するための整備を行政が行う。例えば、

野幌森林公園で入り口や遊歩道を整備し、ルート化を図る。 

民間の石狩川の遊覧船運航計画が実施されるのであれば、護岸の整備、親水空間の整備、河川防災ステ

ーションの販売や飲食店としての整備、船着き場の整備を行う。 

イベントで交流人口を増やすのであれば、大型イベントを行えるイベントホールを整備する。 

 

2 ソフト 
市内の観光資源をネットワーク化し、江別観光を商品化する。江別市内の観光資源（施設・自然・食）

を巡るバスツアーを実施する。一方で、レジャーではなく生涯学習に石狩川の川下り体験や水運の歴史学

習を行う。 

江別市内観光を周辺地域へ積極的に営業していく。 

観光協会が中心になり、市民とともに新しい江別観光を創出、マーケティングをしていくために支援し

ていく。 

 

3 ハートづくり 
短期で説明した人材育成を続けていく。江別まち検定と組み合わせて資格化しても良い。 

  

【長期】         
1 ハード 
江別市内で宿泊できるように、廃校を利用した宿泊施設の整備、ホテルなどの誘致を図る。 

 

2 ソフト 
中期計画の成果を検証しつつ、継続的に行う。 

 

3 ハートづくり 
短期で説明した人材育成を続けていく。 
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戦略テーマ名  

（E）江別市の情報戦略 

どんな状態にしたいのか  

江別市に関する地域情報、産業情報、観光情報などを効果的に収集し、伝えたい人や組織へ効

果的に伝え、江別ブランドを強化していく。 

立案背景  

江別市は良い街であるが、江別市に関する情報が市外の人や市民にすら伝わっていないことも

多い。一方で、飲食店マップなど、既に情報発信のための媒体を製作している。行政が行ってい

る広報広聴を見直し、より良い成果をもたらす情報戦略を検討する必要がある。 

立案に関するデータ  

○ H23 年度実施 まちづくり市民アンケート結果（現在の満足度・今後の重要度） 

満足度が低く、重要度が高い施策（力を入れて取り組むべき施策） 

・ 企業誘致や雇用機会の創出への取り組み  

  満足度：とても満足 ＋ やや満足 ＝ 6.3％   

  重要度：力を入れてほしい ＋ できれば力を入れてほしい ＝ 68.1％  

・ 商工業の振興への取り組み 

満足度：とても満足 ＋ やや満足 ＝ 7.7％   

  重要度：力を入れてほしい ＋ できれば力を入れてほしい ＝ 58.5％ 

・ 観光やイベントの魅力 

満足度：とても満足 ＋ やや満足 ＝ 8.9％   

  重要度：力を入れてほしい ＋ できれば力を入れてほしい ＝ 63.8％ 

戦略テーマ実現への方策  

【短期】          
1 ハード 
江別市内の情報を収集し、活用するシステムを検討する。 

 

2 ソフト 
江別市役所が収集し、発信している情報を洗い出し、これまでの広報広聴の評価を行う。その評価を基

に江別市の情報戦略を立案する。 

既に製作している情報発信媒体（パンフレット）の有効活用を検討する。 

 

【中期】         
1 ハード 
情報収集のシステムと情報のデータベースを作る。 

 

2 ソフト 
情報のデータベースを活用して市民向け広報、対産業向け情報提供、市外向けの宣伝を行っていく。情

報活用の先進地のイメージを形成する。 

 

3 ハートづくり 
情報のデータベースを活用できる人材を大学や地元企業と連携しながら、育成していく。 

 



ハード

ソフト

ハート
づくり

短期（すぐにでも） 中期（５年程度）
長期

（１０年程度）

「地域産業部会」

工業団地の活性化

道の駅を整備し、
働く場をつくる

泥炭を暖房に利用
したハウスによる
農業の通年化

中国などからの
フィルムコミッ
ションの誘致

北海道有形文化財
に指定された土偶
の活用

えべつ出身の有名
人を呼んだイベン
トの開催

ヨットハーバーの
整備

学生の視点による
観光プロジェクト
の立ち上げ

宿泊施設の整備

れんが、ヤツメウ
ナギの活用 ３

歴史的施設の保全
活用 １

江別スイーツ、パ
ン、江別ビールの
ＰＲ ６

農業と産業、大
学が一体となっ
て、江別小麦な
どで町おこし６

農産物直売所のＰ
Ｒ ５

農家民宿、農家レ
ストランによる地
産地消 ５

江別の農産物を
使ったイベントの
開催 ５

江別スイーツとのコラボ
でやきもの市に若者を呼
び込む ４

農産物のブランド
化 ５

大学と農業、商業、
工業の連携の推進 ４

埋蔵文化財セン
ター、文京台小学
校の天文台、四季
の道の活用 ４

野幌森林公園の豊富
な自然の活用 ３

札幌近郊でありなが
ら田園風景がある環
境の活用 ３

野菜直売所、体験
型農場のPR ３

野幌森林公園におけ
る野鳥の会の人など
による案内ボラン
ティア ２

食品・農産物加
工など江別の産
業を活かす企業
の誘致 ２

質のよい農産物の
ＰＲ ２

酪農公社の牛乳、
えぞ但馬牛の地元
消費 ２

美味しい店の情報
などの観光マップ
を作成し、駅など
に配置 ２

市民が江別ブラン
ドを理解して市外
へ販売 ２

有名人の観光大使
任命による市のＰ
Ｒ ２

既存の資源を組み
合わせた観光パッ
ケージ化 ２

生協の誘致を活か
した企業誘致 １

広い土地を活かし
た集配センターの
誘致 １

スノーフェスティバ
ルの魅力向上 １

農村地区の観光活
用(フットパスなど)

１

市民の買い物優待
制度 １

道立運動公園の
活用 １

れんがを活用したイ
ベントの開催 １

今ある地域資源の
観光資源化 ６

工場見学ツアー ４

農業の後継者対策２

市民目線の観光
１

道の駅を整備し、
江別産の食事、食
材、えべチュン
グッズを販売 ６

市内の観光資源を
巡る観光バスツ
アーの実施 ４

農産物の貯蔵など
への冷熱エネル
ギーの活用 ３

冬に出荷するため
の貯蔵庫を整備 ２

遊歩道などによる
市内観光施設の
ルート化 １

行政主導の道の駅
の整備 １

新しい工業団地の
検討 １

河川防災ステー
ションの道の駅と
しての再整備 １

老若男女が集まる
ことのできるイベ
ントや交流の場、
広場の設置 １

やきもの市や買い
物めぐりなどの
フットパスコース１

石狩川の川下り体
験や水運の歴史学
習 ６

石狩川の活用（雄大
な流れが眺められる
喫茶、カヌー体験な
ど） ５

市内の食料自給率
を上げる取り組み

４

EBE-1を定例化し
て江別産をPR ４

河川防災ステー
ションの活用（親
水空間、直売所な
ど） ４

6次産業化により、
ブランド力、高付
加価値の商品開発

３

EBE-1グランプリと
やきもの市の同時開
催

３

れんがを利用した
デザイン性のある
身近なものを商品
化 ３

セラミックアート
センターの活用
（アクセスの改善
含めて） ３

江別高校跡地の
イベント会場と
しての有効活用 １

３つの河川を財産
として有効活用 １

観光資源のネット
ワーク化 ５

大型イベントを開
催できるイベント
会場の整備

４

石狩との間で船を
運航し、船着場に
屋台村を整備 ３ 野幌森林公園の

フットパスの
整備 １

人を呼べる大きな
イベントホールの
整備 １

野幌森林公園の江
別側からのアプ
ローチ（大沢口）
の整備 １

野幌駅から原始林
まで行く道の整備１

継続的に取り組むべきもの

江別ブランド

産業分野の情報戦
略

江別市内の観光資
源化の情報収集

観光の情報戦略

農業者の所得水準、
農業の魅力向上のた
めの土地改良などの
農業基盤の強化

まちづくり政策提言

若者の雇用を創
出できる大型の
農業生産法人

江別産の農作物を
道外へ売り込む戦
略が必要

情報の収集と
発信の一元化

フードコンプレック
ス特区を活用した産
業振興

食による観光の推進

農協や個人が新た
な取り組みをはじ
める際の市の相談
窓口の設置

学校給食で使う江
別産食材を増やし、
お昼の校内放送で
食材を紹介

農場で繁忙期に働
くことで単位をと
れるような、農業
と大学の連携

音楽による商店街
への集客・にぎわ
いの創出（野幌商
店街と大学生の連
携）

江別のやきもの（ど
んぶりづくり）と小
麦（収穫⇒製粉⇒製
麺⇒ラーメン）を結
び付けて観光資源化

観光資源の
ネットワーキング

市民が家庭菜園な
どの憩いの場とし
て自由に使える農
地を長期間貸し出
すシステムを構築

産官学連携により、
農産物から医療・
医薬・サプリメン
ト等を開発し、東
南アジア方面へ展
開

流通拠点の
創出

中小小売店の
活性化

地産地消の推進

江別市の食料自給
率を算出して農業
等のＰＲ

食の観光

川の活用の
推進

積極的な企業誘致
が必要 １

若い人を呼び込む
ための産業・企業
が必要 １

若い人が安心して働
ける街づくり １

元気な高齢者が働
ける場づくり ５大学卒業後の雇用

の場づくり(例：介
護施設） ３

子育て世代の人たち
が短時間でも働ける
場所が必要 １

食産業を江別の柱
とし、フードコン
プレックス関連で
企業誘致と地域農
業との連携をとる
ことが必要

企業と学生のマッ
チング ３

江別が誇れる産業
である農業を大切
にする ２

市内で商業と市民
をつなぐ仕組みづ
くり

公共バス

配達
ネットワーク
の活用

魅力的な街とする
ため箱物よりもソ
フト面の充実が必
要

中小企業、商店の
ネットワーク ８

地域の物流ネット
ワーク構築 ８

物流が必要
→商業者の協業

４

高齢者のコミュニティビ
ジネスの取組みによる生
きがいづくり

大麻・文京台地区
の大学の近くにあ
る空家などを活用
したベンチャービ
ジネス

商店街へのバス巡回

社員 市内
定着の会社

総合的視野のある企
業・ビジネスの進出

データベースづくり

インキュベー
ション施設

オフィス&ホー
ル

大規模イベント
施設（屋内）

オフィスビル
（低家賃）

サテライトオ
フィス

ユニークな発想の企
業

マーケティ
ング支援

高齢化社会と産業と
の関連

道外や海外への企
業説明会への参画
サポート

市外、道外への百
貨店催事etc参画
サポート
江別スイーツetc
⇒他と差別化

過去の遺産の掘
出し⇒観光資源

地域企業同士の
マッチング

企業のＰＲの
促進と売込み

企業のアピール方法
（どんな企業があるの
か認知されていない）

中小企業振
興条例の策
定

経済団体への支援（ロー
タリー、ライオンズ、Ｊ
Ｃ、同友会、工業団地組
合、商工会議所）

支援制度の
統合

団体、企業のネッ
トワーク

新規投資よりも既存の
企業の活性化を図る
（各業界との融合）

雇用の安定
ワンストップ支援

人財のマッチング

地域企業と求職
者のマッチング

企業体験（学生
や一般の人）

90


	地域産業部会提言
	まちづくり政策・tiiki

